
 

年金運営新組織 ２００８年ビジョン 

２００５年１２月１３日 

 

社会保険庁 



 

  
○  ２００８年１０月、年金運営新組織（厚生労働省の「特別の機関」）がスタート
します。 

 
○ 社会保険庁は、年金運営新組織の発足に向け、業務改革・職員の意識改革・組
織改革を一体的に強力に推進し、新組織が国民から信頼される「行政サービスの
トップランナー」になることを目指します。 

 
○ この『２００８年ビジョン』は、 
 
① 「新組織が何を目指すのか」       （新組織の３つの基本理念） 
② 「新組織のスタートで、何が変わるのか」（みなさまへの４つの約束） 
 

２００８年の新組織の具体的な姿を明らかにし、国民の皆様にご理解いただくため

のものです。 

 

―１― 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
≪①年金サービスについて≫ 

● 「年金の安心」をもっと身近に感じていただくとともに、国民

の皆様の「人生設計の強力サポーター」となることを目指します。 

 

≪②職員意識について≫ 

● 職員一人ひとりが「年金のプロ」としての責任と役割を自覚し、

業務の改革に継続的・積極的に取り組みます。 

 

≪③組織について≫ 

● 国民の皆様のご意見が事業運営に適切に反映されるよう、外部

の目による厳しいチェックが十分に機能する組織を確立します。 

 
 

新 組 織 の ３ つ の 基 本 理 念 

―２― 



 
 
 

  
 公的年金は、高齢者世帯の収入の

7割を占め、高齢期の生活を支え
る大黒柱。(平成14年国民生活基礎調査) 

約7割の方が、高齢期の生活設計に年金 
を頼りにすることを考えている。 

(平成15年年金制度に関する世論調査) 

基本理念１：「年金の安心」をもっと身近に感じていただくとともに、国民の皆様の 
「人生設計の強力サポーター」となることを目指します。 

公的年金の
役割 

  
 

国民の皆様の年金受給権をしっ
かりと確保するとともに、正確か
つ迅速な給付を行う。 
 

将来の年金（見込）額を積極的にお知ら
せすることにより、国民の皆様に人生設
計の基盤をご提供する。 
 

年金新組織
の役割 

  
 
年金新組織
の中核事業 給付 ＋ 適用・徴収 ＋ 

 

○ 年金個人情報の提供 
○ 年金情報の厳重な管理 

年金情報 

第３の柱 

「年金の安心」のお届け 

―３― 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

能力主義・成果主義に
立った人事評価制度 

事務局・事務所
グランプリ 

○職員一人ひとりが新組織における自
らの責任・役割を明確に自覚 

 
※自らの業務目標を上司とのコミュニケーション

を通じて設定し、その達成度を評価 

常に主体的に業務の改革に取り組む職員意識の醸成 

内部改善 
提案制度 

○改革に意欲的な職員がしっかり
と報われる制度 

 

個々の職員の取組・能力を適正に評価し、人事・

処遇に反映 

○全国の事務局・事務

所間の競争を促す仕
組み 

 

※各事務局・事務所の主要な

事業の年間実績を評価 

○内部からの改革を促す

仕組み 
 

※国民の皆様と直に接する第一

線の現場職員が培った優れた

業務ノウハウをサービス改善

や業務改革に積極的に反映 

基本理念２：職員一人ひとりが「年金のプロ」としての責任と役割を自覚し、業
務の改革に継続的・積極的に取り組みます。 

―４― 



 



 

 

 
 

１．これまでの「待ち」のサービスを改め、「攻め」のサービスを 

展開し、手間のかからない便利な年金サービスをご提供します。 

●大切な情報は、こちらから、ご案内します。  

●難しい年金制度、わかりやすくご説明します。 

●いつでもどこでも、ご自身の年金情報にアクセスしていただ    

けます。 

●手続きは、簡単に完了していただけます。 

２．保険料は、「納得」・「簡単」・「便利」を大事にします。 

３．将来の大切な年金受給権を守ります。 

４．国民の皆様にとって、身近で信頼できる組織をつくります。 

み な さ ま へ の ４ つ の 約 束 

―６― 



 





 



 





 


